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＜連絡事項＞

・赤坂登志様、7/3（月）14時退院となります。退院先は有料老人ホーム「あおい」
となります。担当ケアマネージャー様より、ケア会議の希望があり退院日の7/3　13：30～の予定です。7/3担当の斎藤不在の為、代理で小泉ＪＧＭが出席する予定です。

・メンタルケア病棟の冷房切り替えは7/11（火）になりました。暖房の循環ボイラーの電源を切ったので、少し温度が下がると思われます。
・現在、マニュアルの見直しについて、6/28（水）締め切りとしていましたが、6／29日(木)までとします。6／30にＡＯＭへ報告となりますので、各自期限を守って下さい。

＜患者様連絡事項＞

・立花榮子様～主治医面談予定とし、7/4　15：30～16：30か7/10　16：00～で連絡しています。後日、都合の良い日について連絡がきますので、対応お願いします。

· 河原崎キヨエ様～ご家族様が介護保険証を持参されコピーし、カルテに挟んでいます。
　　介護度は要介護1です。
・松倉　冨美子様～主治医より自宅退院は可能かご家族へ確認の指示あり、担当からご家族へ確認した所、外泊時に夜間の幻聴等の症状があった事や、長女様の夫の親も入院していて忙しいという事から、自宅での介護は困難とのお返事でした。主治医へその旨報告し、現在の申し込み先の空き状況を確認ししばらく入れないようであれば申し込み件数を増やすようにと指示あり。担当からご家族へ促していきます。

　　　　　　　　　昨日から食札が無いとの事でしたが、自室から発見しています。食後は必ず回収しましょう。

・成田　武次様～オムツプランの変更について次女様へ連絡した所、東病棟ではトイレ誘導をするからプラン２で良いと言われたとの事で、南病棟でもトイレ誘導をしてみてほしいと要望あり。２８日と２９日に毎食後トイレ誘導を実施し、排泄表に記載を忘れずにして下さい。

· 藤村　悦子様～本日日赤病院受診しています。次回は9／26、10時～13時の予定です。

　　　　　　　　エレンタールのフレーバーが若干足りなく、サカエ薬局に確認し、近いうちに持っていきますとのことでした。

・坂上　忠三郎様～10時から15時外出されています。

・大久保　健作様～6／29、泌尿器科の受診の為の外出について主治医より許可が下りています。

オムツプランが①から②へ変更しています。

本日奥様が保険証と間違えて介護保険証を持ってきています。

次回7／1か7／2に面会に来るそうですので、Ａユニットの面会ファイルから返却して下さい。

・五十嵐　恵子様～右そ頸部に表皮剥離あり、アズノール塗布とラップ保護しています。次回診察時主治医へ指示もらって下さい。

· 種本　サハ様～マーゲンチューブの自己抜去あり交換しています。

・是川　次友様～疥癬疑いと診断の為、Ｄ207号室からＣ201号室へユニット移動してい

　　ます。ご家族へ皮膚の状態を報告しています。7/13に眼科受診の結果の

報告する為、その際に皮膚状態の経過を報告する事としていまましたが、

実際の受診日は7/4でした。7月の連休に面会予定としているとのことなので、その前に皮膚状態の報告お願いします。

　＜ユニット移動＞

・是川　次友様:南D207→南C201

＜居室移動＞

・山下　ヨシ様：南C205→南C201

・福田　りわ様：南C205→南C206

・高橋　礼子様：南C205→南C206

・立花　榮子様：南C205→南C206

・阿部　久雄様：南C206→南C205

・林　恵司様：南C206→南C205

・堀内　正三郎様：南C206→南C205

・梅内　重美様：南C206→南C205

・白鳥　キエ様：南D203→南D209

・小笠原　ウメ様：南D209→南D203
＜田名部Ｄｒ指示＞

・福田　りわ様～右臀部に0.5㎝×0.5㎝の表皮剥離が出来ています。主治医へ報告しアズノール塗布とラップ保護の継続指示受けています。

＜伊藤Ｄｒ指示＞

· 嶋守　與之様～左右の臀部に0.5㎝×0.5㎝の表皮剥離が出来ています。主治医へ報告

　　しアズノール塗布とラップ保護の継続指示受けています。

＜深澤Ｄｒ指示＞

・堀内　正三郎様～右膝の表皮剥離部分について主治医へ報告し、ゲーベン塗布とラップ保護の継続指示受けています。

・田嶋　松男様～血糖値測定7／5まで継続の指示受けています。

・赤坂　登志様～退院時処方を貰っています。

・眞角　とせ様～体重が減少している為、ＭＡ-8を夕1本追加し、2-2-2(朝・昼・夕)に変更となります。

＜要注目患者様＞

・阿部　義一様～バイタルサインの異常はありません。朝昼共に溜め込みありますが、むせ込みなく全量摂取しています。酸素飽和濃度は94％。痰鳴あり、適宜吸引施行しています。午前午後に茶寒天で水分補給を忘れずに行うようにして下さい。

・馬場　清様～少し苛々すると訴えありますが、薬を飲むほどではないとの事で様子を観ています。

・田嶋　松男様～朝食前の血糖は200 mg/dl、昼食前は252mg/dl。食前不調の訴えあり拒否していましたが、お膳を持って行くと全体の1／3摂取しています。バイタル異常はありません。引き続き状態観察をしましょう。

・竹内　恒子様、大里　光子様～朝の血圧が高値でしたが、不調の訴えは無く、午後の再検で落ち着いています。

· 赤坂　耕作様～バイタルサインの異常なく経過しています。朝食後薬服用時、茶寒天4

　　口～5口でむせ込んでいますが、服薬は出来ています。日中、車椅子からのずり落ちは無く、自分で座り直す事出来ていました。本日奥様が体位変換用のクッションを1個持参しています。

　　　　　　　　15：00体温38.2℃、脈拍59回/分、血圧111/88mmHg。クーリング施行している｡酸素飽和濃度85～87％、痰鳴にて吸引施行し、その後は酸素飽和濃度97％にて経過。四肢冷感みられている。

　

・日ヶ久保　直志様～朝食前血糖値73 mg/dlの低値のため、ブドウ糖服用してもらっています。昼食前は145 mg/dl、昼食後も145 mg/dlでした。各食全量摂取しています。毎朝血糖が低くブドウ糖を服用することが多いため、明日の主治医診察時に、メイバランスミニを起床時に1本飲む事出来ないか、また血糖値測定の時間も検討お願いします。

・中市　正治様～14：15、自室の床に仰臥位になっているのを発見。外傷や疼痛はありません。主治医報告し、経過観察の指示受けています。引き続き転倒や転落に注意して下さい。

・白鳥　キエ様～14：15、自室の床に座位になっているのを発見。外傷や疼痛はありません。主治医報告し、経過観察の指示受けています。引き続き転倒や転落に注意して下さい。居室を203→209へ移動しています。

・吹越　勇一様～最近、日中の排尿ないため、10時と15時の水分補給を多めに行うようにして下さい。又、右手第3指に傷と発赤あり、疼痛の訴え聞かれています。経過観察し、疼痛続くようであれば、主治医へ報告お願いします。

　　　　　　　　本日も、起床時を最後に排尿確認できていません。主治医へ報告し、経過観察の指示受けています。

・立花　榮子様～本日は拒薬無くスムーズに服薬しています。

＜排便困難者＞

Ａユニット　・村井　チヤ様　：－2日目、

　　　　　　・中川原　新一様：－1日目、

Ｂユニット　・大里　光子様　：－2日目、センナリド2錠で対応

ＣＤユニット・山下　ヨシ様　：－2日目、シンラック15滴で対応

　　　　　　・北野　はるゑ様：－3日目、センナリド2錠で対応

　　　　　　・是川　次友様　：－3日目、センナリド2錠で対応

　　　　　　・赤坂　登志様　：－3日目、センナリド2錠で対応

＜皮膚科往診＞

・五十嵐　恵子様～治癒の為終了

・立花　榮子様～内服止め。デルモゾールのみ継続

· 是川　次友様～オイラックス塗布。ストロメクトールを明日の空腹時服薬。

・中市　正治様～爪は継続。その他治癒の為終了。

・高橋　礼子様～デルモゾールのみ継続。

・田中　ツサ様

・小笠原　ウメ様

・鈴木　吉男様

・河原崎　キヨエ様

・村舘　ミネ様

・奈良　芽乃子様

・吹越　勇一様

※以上は処置継続。

・山下　ヨシ様～ストロメクトールとタベジール継続。

・北向　みつる様～プレドニゾロン7日分処方。

・赤坂　耕作様～左臀部テルビナフィンクリームを広く塗る。

・梅内　重美様～処置継続。タベジールが7日分処方

・阿部　久雄様～処置継続。アタラックス、タベジール、プレドニゾロンが7日分処方

・堀内　正三郎様～処置継続。タベジールが7日分処方

・林　恵司様～タベジール、プレドニゾロンが7日分処方

＜褥瘡評価＞

・北向　みつる様～仙骨部18点、変化なし。処置と体位変換と離床を継続。食事内容が減っている為、注意し観察して下さい。

・林　恵司様～右臀部7点、小さくなってきている。処置と体位変換と臥床を継続。

・高橋　礼子様～仙骨部3点、変化なし。床に座っていたら臥床させて下さい。処置と体位変換も継続して下さい。

・赤坂　耕作様～左臀部7点。体動があるが、無い時は無い為、体位変換をしっかり行って下さい。

・山下　ヨシ様～左臀部9点。体位変換と臥床を継続。体位変換表を右と仰臥位へ変更する。

・嶋守　與之様～両臀部に表皮剝離が出来ている為、次回追加して下さい。

・堀内　正三郎様～右臀部と右膝に表皮剝離が出来ている為、次回追加して下さい。

※他の患者様も起きている時間が長くならない様、離床時間を設けて下さい。離床した際

は、臀部への圧が大きくかかるため15～30分おきに徐圧して下さい。

　また、表皮剥離が出来ていたら、すぐに報告し情報を共有して下さい。

＜定期薬変更＞

・母良田　幸子様～酸化マグネシウム(330)2錠　2×1→4錠　2×1へ増薬

・福田　りわ様～フルニトラゼパム(1)1錠　1×ｖｄｓ　中止

・熊野　文吉様～センナリド2錠　1×夕、ツムラ六君子湯3Ｐ　3×ｎｄＥ　追加

・其田　淑子様～アスパラカリウム(300)6錠　3×1→3錠　3×1へ減薬

